
質問と回答

1 自閉症・情緒障害特別支援学級（固定学級）」とは、どういう学級ですか

知的発達に遅れがなく、自閉症又はそれに類するもので、他人との意思疎通及び対人関係の
形成が困難である程度のもの、又は主として心理的な要因による選択性かん黙等があるもの
で、社会生活への適応が困難である程度のものを対象とする学級で、特別支援教室の指導で
は課題の改善が難しい児童・生徒のために、小集団（１学級８人編成）で継続的に指導を行
う固定の学級です。

2 「自閉症・情緒障害特別支援学級」と「特別支援教室」の違いは何ですか

特別支援学級では、一斉指示を理解することに困難があったり、周囲の環境に対してストレ
スを感じてしまったりするお子さんを対象としていることから、子ども一人ひとりの障害の
状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を検討し、適切な指導を行います。
特別支援教室では、大部分の授業を通常の学級で学び、一部の授業について当該の子どもの
障害による学習上または生活上の困難を主体的に改善・克服するために自立活動の指導を行
います。

3 「自閉症・情緒障害特別支援学級」に在籍することにより、どのような効果がありますか

自閉症・情緒障害特別支援学級（固定学級）では、８人以下の少人数学級で、自立活動の時
間を設定するとともに、各教科、道徳、外国語活動（小学校のみ）、総合的な学習の時間及
び特別活動との密接な関連を図り、学習効果を一層高める指導が行われます。

4 入級対象はどのような児童・生徒ですか

①自閉症またはそれに類するもので他人との意思疎通及び対人関係の形成が困難である程度のもの
②主として心理的な要因による選択性緘黙等があるもので、社会生活への適応が困難である程度の
もの

5 自閉症と注意欠如多動症の両方の診断が出ている場合は入級対象ですか

注意欠如多動症のお子様の学びの場は、特別支援教室での指導になります

6 受入れ対象学年について

【小学校】2年生～6年生
【中学校】開設後２年間について学年の段階的受け入れを実施しており、令和７年度は新１年生の
み、令和８年度は１年生・２年生、令和９年度は全学年が対象。

7 小学校新１年生は対象としないのですか

小学校に入学する新1年生には、まず、通常の学級に在籍し、必要に応じて特別支援教室での指導
を受けていただき、特別支援学級での指導が必要との場合は転学相談をしていただくことになりま
す。

8 入級を希望する場合の手続の流れについて

自閉症・情緒障害特別支援学級に関するQ＆A



【現在、小学校1年生から5年生のお子さん】
「転学相談」になりますので、在籍校にご相談ください。その後、保護者から学務課に転学相談の
申し込みが必要です。
【小学校6年生のお子さん】
「就学相談」の申し込みが必要です。教育センターにご連絡ください。
【申し込み後の流れ】
医師の診断書の提出が必要です。心理検査結果がある場合はご提出いただきます。在籍校での様子
等を見させていただき、すべての資料を基に、就学相談委員会で対象となるか否かの判断をしま
す。
お子様の様子によっては、別の支援をお勧めする場合もあります。

9 年度途中の入級や退級は可能ですか

入級については、4月の進級時のみとします。
退級については、年度途中も可能です。障害による課題の改善が見られた場合に、転学による児童
への負担を考えながら、特別支援学級設置校と保護者で検討します。一人ひとりの状況を個別に検
討するので、一律の基準はありません。

10 退級（転学）後に、特別支援教室（まなび・ゆうあい）の指導を受けられますか

転学先の学校とご相談ください。特別支援教室の指導が必要であれば入室できます。ただし、時間
割等の関係ですぐに指導が始められないこともあります。

11 登下校時について

原則として小学校のお子さんについては、登下校の安全確保のため送迎をお願いします。
登下校時には、徒歩または公共交通機関をご利用ください

12 通学にかかる交通費の補助はありますか

通学費については、特別支援教育就学奨励費による補助があります。（支給要件があります）

13 医師の診断書と心理検査結果について

医師の診断書は墨田区指定の様式があります（医師診察記録）
心理検査については他機関で受けている場合は検査結果報告書を提出してください（数値等の記載
があれば様式は問いません）。

14 通学区域はありますか

通学区域は定めません。ただし、小学校は児童の安全面から登下校時に保護者等の送迎が必要にな
ります。

15 学習内容はどのような内容ですか

通常学級の教育課程に準じます。
自立活動の時間を設けます。
通常学級との交流及び共同学習を行います。

16 自立活動とはどのようなものですか

自立活動とは障害のある児童生徒が自分の力で生きていくために必要な知識や技能を学ぶ教育のこ
とです。
たとえば、体の動かし方や話し方、友達と仲良くする方法、自分の気持ちを落ち着かせる方法など
を学びます。

17 指導時間や内容はどのようになりますか



自閉症・情緒障害特別支援学級（固定学級）では、知的障害のない自閉症の児童・生徒を対象とし
ています。自立活動の指導の時間を確保するために、各教科等の授業時数を減ずるに当たっては、
各教科の授業時数を十分に確保できるようにします。自立活動の授業内容を児童・生徒の障害特性
に応じて、検討・精選し、各教科の内容が指導できるようにします。

18 多学年が在籍することで授業内容はどのように進めるのですか

学級での授業のほか、実技等の授業は、対象学年の通常学級の授業に参加することも考えられま
す。そのお子さんの状態に合わせて対応します。

19 学校行事への参加方法はどのようになりますか

学校行事については、行事の内容と児童・生徒の実態を踏まえ、参加の可否や参加方法（特別支援
学級としての参加か、対象学年の通常学級に参加するか等）を検討していきます。

20 交流及び共同学習はどのように行いますか

児童・生徒の実態を踏まえ、通常の学級の担任や教科担任と共通理解を十分に図り、各教科の学習
のねらいをより効果的に達成できるようにしたり、自立活動等で身に付けた対人関係に関する能力
やソーシャルスキルトレーニングに関する能力を通常の学級集団の中でも活用できるようにしま
す。

21 成績表の付け方はどのようになりますか。

成績表は通常学級と同一の状況で行います。しかし、所見欄の記述等で日頃の学習活動の遂行状況
を学習過程や学習への参加・取組状況に着目して多面的に把握し、本人の努力が正当に認められる
評価を行います。


